


















































































































































































































































































































































































































































































































発 達 教 育 学 部 紀 要
と同時に自分の態度が与える影響について考え
なければならない。
このように最終的に大きく ３つの思考が挙が
り尚且つすべてにおいて教育と哲学がつながり
を見せた。まさにこれまで実践してきたことと
参加者の思考が結びついた結果である。
Ⅲ．実践のふり返り
本授業は正課外授業として行ったため，学年
や職種を超えて参加者を募ることが出来た。一
方で １か月に １度の講座で尚且つ土曜日の開催
であったため参加者によっては数回連続して参
加ができないケースもあった。しかし，正課外
であることで，現役学生のみならず現役教諭や
大学教員と共に学べたことは参加者全員にとっ
て得難い経験であった。
本実践は，前述のように ３つの目標を設定し
て進めてきた。
１）呼吸法の習得
２）イメージを視覚化する
３）自分・他者から表されたものを感受する
の ３つであった。これらを踏まえて，第 ７回：
自己をコントロールするには，第 ８回：自分の
「できた」を考える，第 ９回：自分が変わると
きで徹底的に自分と向き合い，討論を重ねた。
まず呼吸法を習得することにより自己を見返
り，自己コントロールが出来るようになり，自
分の力を最大限に出せる経験をする目標 １）に
関しては，呼吸法の習得にまでは至らなかった
ものの，授業内で何か行き詰った時に「呼吸が
止まってた」，「息を吸うのを忘れてた」などと
自分で気がついたり，「なんか息苦しそうだよ」，
「困ってるの？」など互いに声をかける場面も
見られた。今後，何か問題にぶつかった時「呼
吸を流す」ことを思い出すというように，自分
をリラックスさせる手段の一つとして身体が覚
える程度には習得が出来たと評価できる。
次に， ２）に関しては，これまで自分が何と
なく感じていた事柄をはっきりとイメージし，
言語化する体験や，討論を通してあるいは様々
な現場の映像を観たことも良い経験となったが，
一番印象に残っているのは，授業を行った教諭
らの生の声を実際に聴けたことであろう。授業
ビデオを観て，「なぜこのようにしたのか」と
いう疑問について授業を行った教諭にぶつける
ことによって，どのような言動や態度にも「理
由」や「ねらい」があってなされているのだと
いう事を改めて確認できた。そのような経験を
通して自分の偏った考えのみならず様々な角度
から考え，感じた経験から本目標も達成したと
言えるであろう。
最後に ３）に関しては，本授業各回を通して
自己のふり返りや他者との会話の振り返りをそ
の時々にしてきたことによって余裕をもって感
受する力をつけられたと考える。
Ⅳ．まとめと今後の課題
教育の現場は常に人と人とのかかわりあいで
あり，一つとして「同じ」が観られない興味深
い貴重な場である。一方でその人と人とのかか
わりあい方がわからなくなり自分として表現で
きる居場所を失っている教師，生徒，児童も少
なくない。
本授業では目標を達成できたが，実際に授業
内でしっかりと自己表現をしながら授業出来る
ようになるには莫大な時間がかかることが分
かった。また，学校教育で行われている各科目
の中でいかに表現の要素を織り込んでいくかと
いう綿密な検討を加え指導案を計画しなければ
ならない。また，教師はその時々に合わせて柔
軟に授業内容や声かけの方法の変更や対策を瞬
時に導き出せるような豊富な知識と気持ちの余
裕を持たねばならないことも明らかとなった。
本稿では，2015年～2017年にかけて検討した
「自己表現力を高める教育法の検討」の実践を
ふり返り，第 １部【理論と実践】及び第 ２部
【教育の実際】を中心に実践を評価しながら考
察をしてきた。
今後このような試みから教育的価値を見出し，
どのように社会環境が多様化しても様々な問題
に対応できる展開を臨み，新しく改訂される新
学習指導要領にも対応した教育プログラムの検
討をするつもりである。
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〈註〉
ⅰ　野上智行編「教科をクロスする授業シリー
ズ」明治図書，1996
ⅱ　高橋史明編「第 ４巻感性教育による教師変
革」明治図書，1999
ⅲ　①「パリ20区，僕たちのクラス」第61回カン
ヌ国際映画賞パルムドール受賞作品。原作
「教室へ」を映画化したもので，原作者であ
るフランソワ・ベゴドーが脚本，キャストの
教師役も担当した実話。
　　②「ちいさな哲学者たち」文部科学省，児童
福祉文化財選定，保育科学研究所推薦作品。
フランスの幼稚園で始まった世界で初めての
子どもたちの哲学の時間（ ２年間）。
　　③「フリーダム・ライターズ」アメリカの新
米教師が教育優先地区の生徒たちと起こした
実話。
ⅳ　多元的思考は①批判的思考，②創造的思考，
③ケア的思考の ３つの思考から成る。
